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【目的】本研究では、訪問看護援助により自然排泄可能となった要介護高齢者、可能性はあるが自然排
泄移行を目的とした看護援助ができない要介護高齢者の事例から、訪問看護師が自然排泄移行を判断し
た理由と、援助内容を質的に明らかにすることを目的とした。 
【用語の定義】排泄障害とは、要介護高齢者の器質的要因、機能的要因のみならず、介護的要因により、
尿失禁、便秘などの症状が認められ、自然排泄ができないことをいう。自然排泄とは、トイレ、ポータ
ブルトイレ、尿便器といった排泄に使用する用具を用いて排尿、排便ができることをいう。 
【研究方法】訪問看護経験年数 3年以上で、Ａ県内の訪問看護ステーションに勤務する訪問看護師 4名
を対象とした。訪問看護師に、訪問看護援助により自然排泄可能となった要介護高齢者、または、可能
性はあるが自然排泄移行を目的とした看護援助ができない要介護高齢者、いずれかに当てはまるものを
1事例選定していただき、訪問看護師が自然排泄移行を判断した理由、援助内容について、半構成的面
接調査を行った。本研究は、本学倫理委員会で承認を得てから実施した。 
【結果】訪問看護師の訪問看護経験年数は 3～9年であった。訪問看護援助により自然排泄可能となっ
た要介護高齢者は 1事例、可能性はあるが自然排泄移行を目的とした看護援助ができない要介護高齢者
は 3事例であった。分析の結果、訪問看護師が自然排泄移行を判断した理由は、133のコードから 35
のサブカテゴリーを経て、9のカテゴリーを抽出した。援助内容は、88のコードから 25のサブカテゴ
リーを経て、5のカテゴリーを抽出した。以下、【】はカテゴリーとする。訪問看護師は、【排泄動作の
可能性】【トイレ排泄の機会の有無】【排泄の意思表示】【排泄時間の一定性】【便の性状と量】という要
介護高齢者の状況から、自然排泄移行が可能であると判断していた。この状況における援助内容は、【自
然排泄移行への具体的関わり】【排泄動作の向上に関わるリハビリの実施】【他の活用機関との連携】で
あり、自然排泄移行を目的とした訪問看護援助が行われていた。この援助過程で、【家族介護者への負
担】【排泄用具の不足】【排泄を促す訪問看護の時間不足】【排泄介助への要介護高齢者本人の拒否】か
ら、訪問看護師は自然排泄移行に向けた訪問看護援助の継続はできないと判断し、援助内容は【おむつ
を使用しての排泄援助】【摘便】の実施に切り替えがされていた。 
【考察】訪問看護師は、要介護高齢者の排泄動作、排泄の意思表示などの能力や、排泄時間が一定して
いるなどの状況から自然排泄移行が可能であると判断していた。この判断を基に、自然排泄移行に向け
て訪問看護援助を実施していたが、訪問看護は限られた時間での関わりとなり、日常的な介護は主に家
族介護者が担うこととなるため、援助の継続には家族の協力が必要になる。自然排泄が可能となった 1
事例では、家族間での協力体制があったが、その他の 3事例では、副介護者は不在で主介護者が一人で
介護を行っており、自然排泄移行に向けた訪問看護援助は継続できなかった。この 3事例では、自然排
泄移行を促そうとする訪問看護援助と、家族介護者が行っている排泄援助にずれが生じ、訪問看護師は
家族介護者とのやりとりから介護負担を感じ取っていた。また、このうち 2事例では、要介護高齢者が
家族介護者による排泄介助を拒否するという状況にあった。自然排泄移行には家族の介護力を補えるよ
うな支援体制だけでなく、要介護高齢者の個別性に応じた排泄援助の検討が必要であり、今後も訪問看
護援助の事例分析を重ねる必要がある。 
【公表予定】第 35回日本看護科学学会学術集会（2015年 12月）にて発表予定である。 
